
重量記入の合理化について 

 

 

 

 家計調査における数量の結果は、消費者が購入する財について、価格変動を除いた

購入実態の変化が分かることに加え、支出金額と組み合わせて算出した購入単価（平

均価格）から品質の変化が分かるため、意義のある情報である。 

 一方、家計調査は、記入者の負担が大きい調査であり、食料品の数量記入を６か月

から１か月に減らすなど、負担軽減を行ってきたところであるが、更なる負担軽減が

必須となっている。 

 数量記入のうち、現行の家計調査の利便性を考慮しつつ、重量記入の調査方法等を

合理化し、記入者に対する負担を軽減することについて検討する。 

 

 

１ 現行の調査方法の概要 

  別紙３－２のとおり 

 

２ 食料品の数量単位について 

  別紙３－３のとおり 

 

３ ヒアリング結果について 

家計調査は、行政においても幅広く利用されており、そのうち、数量について

特に利用頻度が高いと思われる行政分野の担当者から利用状況及び見直しによる

影響を確認した。 

 

（１）財務省（間接税担当者） 

 ①家計調査結果に関する現在の利用状況  

酒税は蔵出し課税であり、数量に応じて課税されるものである。家計調査の数

量結果から、品目ごとの間接税額を推計している。品目ごとに税負担額を推計し、

税制調査会等への資料として提出している。 
 
 ②「重量記入の合理化」による影響 

数量を全く調査しないこととなると推計できなくなるため、影響は大きい。「は

かり」を用いた計量の取りやめまでなら影響はないが、数量調査全体の廃止は困

る。 
 

資料３－１ 

≪ この見直し項目における論点 ≫ 



（２）総務省（消費者物価指数担当） 

 ①家計調査結果に関する現在の利用状況  

 生鮮食品は、品目ごとに月々の購入数量の変化が大きいため、月別ウエイトを

作成する必要がある。５年に１度の基準改定で月別ウエイトを改定する際、家計

調査（基準年及びその前年）の生鮮食品に係る収支項目の数量を用いている。 
 
 ②「重量記入の合理化」による影響 

   現在、次回基準改定（平成 27 年）に向けて、指数作成方法に係る様々な検証

を開始したところである。その一環として、生鮮食品の月別ウエイト作成におい

て、出荷統計などの供給側統計の利用可能性を検証中であり、検証結果を踏まえ

て判断することが必要と考えている。 

 

４ まとめ 

今回のユーザーからの意見等を踏まえ、数量記入そのものを廃止することは困

難と判断し、 

「数量記入は継続する。ただし、「はかり」を用いた計量は廃止する。結果表章

における収支項目ごとの単位を見直し、引き続き計量単位で記入するものについ

ては、商品の包装についている表示ラベル等、購入時に分かる情報を基に記入す

る。」 

という調査方法に変更するという考え方に基づいて、引き続きユーザーへのヒア

リングを行いつつ、調査方法、集計方法等を検討してまいりたい。 

 



家計調査のうち数量記入に係る部分の概要 

 
 

○二人以上の世帯のみ実施（二人以上の世帯用の家計簿には数量記入欄がある。） 
 

○食料品については最初の１か月間、その他の品物については６か月間調査 
 

○食料品の一部（生鮮食品等）については、計量単位で記入。秤は依頼時に配布 
 

○すべての収支項目分類で数量及び平均価格を集計しているわけではない。 
 

調査の概要 

 

金額だけでなく、数量も記入することが記入者負担となっている。特に、秤を用いて

の重量の記入が大きな負担となっている。 

問題点  

 

広範囲の品目について「数量」と「購入単価（平均価格）」を把握

することにより、消費者が購入している財・サービスの質の変化

などの分析を可能とする。 

ねらい  

 
○昭和28年（調査開始当初）から全世帯（二人以上の世帯）において記入 

  ただし、集計は３分の１世帯分のみ。 
 

○昭和37年から全世帯集計開始 
 

○平成14年から食料の数量の記入期間について、６か月から１か月へ短縮 
 

※ 現在の家計調査は、戦後、消費者価格調査から発展したものであり、数量調査を全項目に 

  わたって調査しているのもその歴史を受け継いでいるためである。 

経 緯 
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食料品の数量単位について 

 

 

 

 

 

 

 

米類 kg 野菜・海藻 g 

うるち米 、玄 米 、その他 の米  
 

キャベツ、ほうれんそう、はくさい、ねぎ、レタス、ブロッコリー 

パン類 g もやし、その他 の葉 茎 菜 、さつまいも、じゃがいも、さといも 

食 パン、バターロール、あんぱん、その他 のパン 
 

だいこん、にんじん、ごぼう、たまねぎ、れんこん、たけのこ 

めん類 g さやまめ、かぼちゃ、きゅうり、なす、トマト、ピーマン  

生 うどん・そば、乾 うどん・そば、スパゲッティ 
 

その他 の野 菜 、生 しいたけ、干 ししいたけ、わかめ、こんぶ 

中 華 めん、カップめん、即 席 めん、その他 のめん 
 

梅 干 し、だいこん漬 、はくさい漬 、こんぶつくだ煮    

他の穀類 g ※豆 腐  丁 

小 麦 粉 、もち、その他 の穀 類  
 

果物 g 

魚介類 g りんご、みかん、グレープフルーツ、オレンジ   

まぐろ、あじ、いわし、かつお、かれい、さけ 
 

他 の柑 きつ類 、なし、ぶどう、かき、もも、すいか   

さば、さんま、たい、ぶり、いか、たこ、えび 
 

メロン、いちご、バナナ、キウイフルーツ、その他 の果 物  

かに、その他 の鮮 魚 、さしみ盛 り合 わせ 
 

油脂・調味料          g 

あさり、しじみ、かき、ほたて貝 、その他 の貝  
 

食 用 油 、マーガリン、食 塩 、みそ、砂 糖 、ケチャップ   

塩 さけ、たらこ、しらす干 し、干 しあじ、煮 干 し 
 

マヨネーズ、マヨネーズ風 調 味 料 、ジャム   

その他 の塩 干 し魚 介 、かつお節 、削 り節  
 

カレールウ   

肉類 g ※しょう油 、酢 、ソース、ドレッシング ml 

牛 肉 、豚 肉 、鶏 肉 、合 いびき肉 、その他 の生 鮮 肉  飲料 g 

ハム、ソーセージ、ベーコン、その他 の加 工 肉  
 

緑 茶 、紅 茶 、その他 の茶 葉 、コーヒー豆    

乳卵類 g 酒類 ml 

※牛 乳  ml 清 酒 、焼 ちゅう、ビール、ウイスキー、ワイン   

粉 ミルク、バター、チーズ、卵    発 泡 酒 、ビール風 アルコール飲 料    

「※」の箇所については、右側に書かれた、単位で記入。 

 

 

食料品における数量単位は、分類ごとに以下の表ようになっており、表に記載のない

品物（菓子類や調理食品など）については、特に単位の指定をしていないため、○個、

○本、○パック、○枚などと、数量単位を記入するよう調査員を通じて調査世帯へ説明

している。 
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